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ご存知ですか？
国民年金の任意加入制度と国民年金保険料の追納制度

三次年金事務所☎０８２４－６２－３１０７

■
ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金
の
任

意
加
入
制
度

　
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け

ら
れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

に
な
る
ま
で
の 

40
年
間
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

国

民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
、

保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に

満
た
な
い
場
合
は
、
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
加
入
で
き
る

の
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

の
期
間
で
す
。

　 

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間

や
保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と

し
て
25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
※
昭
和
40

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に

限
ら
れ
ま
す
。） 

ま
た
、
海
外
に
在

住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ
方
も
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
（
区
）
役

所
ま
た
は
町
村
役
場
、
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ
〜
国
民

年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま

す
〜

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額

免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合

は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
と

比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す

る
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

遡
っ
て
古
い
月
分
か
ら
納
め
る
（
追

納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目

以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険

料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
追
納
等
に
つ
い
て
、
一
部

免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
残
り
の
納

付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
追
納
は
で
き
な
い
等
、
注

意
す
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
追
納

の
お
申
込
み
や
ご
相
談
な
ど
詳
し
い

話
を
聞
き
た
い
方
は
、
お
近
く
の
年

金
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

税金は納期限内納付が基本原則です
税務課☎４２－５６１４

■
公
平
な
納
税
を
目
指
し
て

　
私
た
ち
は
な
ぜ
税
金
を
負
担
す
る
義

務
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
の

社
会
を
維
持
し
、
豊
か
に
し
、
発
展
さ

せ
る
た
め
に
、
教
育
の
振
興
、
社
会
福

祉
の
増
進
、
消
防
・
警
察
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
費
用

を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
の
費
用
を
負
担

し
合
っ
て
い
く
の
が
、
皆
様
に
納
め
て

い
た
だ
く
「
税
金
」
で
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
市
民
の
方
は
、
市
税
を

納
期
限
内
に
自
主
的
に
納
め
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
滞
納
し
て
い
る
人
が
増
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
滞
納
金
額
が
増
え
る

と
、
督
促
状
、
催
告
書
の
送
付
な
ど
、

滞
納
整
理
の
経
費
に
余
分
な
税
金
を
使

う
こ
と
に
も
な
り
、
市
民
の
皆
様
に
大

き
な
不
利
益
が
生
じ
ま
す
。

　
現
在
、
市
で
は
納
税
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
に
、
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分

を
強
化
し
、
納
税
相
談
に
応
じ
な
い
滞

納
者
に
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
で
い
ま
す
。

皆
様
の
納
税
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
さ
れ
る
貴
重
な
財
源
で
す
。

　
な
お
、
納
期
限
内
の
納
付
が
な
か
っ

た
場
合
は
、
つ
ぎ
の
流
れ
に
よ
り
滞
納

処
分
さ
れ
ま
す
。

■
滞
納
は
放
置
せ
ず
、
は
や
め
に

税
務
課
へ
納
税
相
談
を
！

　
税
金
を
滞
納
し
て
い
る
方
の
中

に
は
、
家
庭
や
仕
事
の
事
情
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
込
ん
で

い
る
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
税
の
滞
納
問
題
は
一
人
で
悩
ま

ず
、
放
置
せ
ず
、
ま
ず
は
税
務
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
納
税
相
談

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
）
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臨時福祉給付金及び年金生活者等支援臨時福祉給付金
（障害・遺族基礎年金受給者向け）に関するお知らせ

社会福祉課　☎４２－５６２６（給付金専用）☎４２－５６１５
　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
低
所

得
者
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
今
年
度

も
臨
時
福
祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に

く
い
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
を
支

援
す
る
た
め
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
（
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受

給
者
向
け
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

【
支
給
対
象
者
】

　
平
成
28
年
1
月
1
日
に
市
に
住
民
登

　
録
さ
れ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
の
市

　
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
（
課

　
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

　
る
人
や
、
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て

　
い
る
人
等
を
除
く
）

【
支
給
額
】

　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
　
３
千
円

②
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
（
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向

け
）

【
支
給
対
象
者
】

　
①
の
臨
時
福
祉
給
付
金
対
象
者
の
う

　
ち
、
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

　
し
て
い
る
人
（
高
齢
者
向
け
同
給
付

　
金
の
支
給
を
受
け
た
人
を
除
く
）

【
支
給
額
】

　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
　
３
万
円

 

■
①
お
よ
び
②
の
申
請
受
付
期
間

９
月
１
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
の
３
ケ

月
間
で
す
。（
12
月
1
日
消
印
有
効
）

■
申
請
方
法

　
申
請
書
を
対
象
世
帯
の
代
表
者
に
郵

送
し
ま
す
。
申
請
書
が
届
き
ま
し
た

ら
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書

類
を
添
付
し
返
送
用
封
筒
で
返
送
く
だ

さ
い
。
本
庁
・
各
支
所
に
直
接
持
参
さ

れ
て
も
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

○
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避
難

し
て
い
る
人
へ

　
事
情
に
よ
り
、
基
準
日
（
28
年
１
月

１
日
）
時
点
で
市
に
住
民
票
を
移
す
こ

と
が
で
き
て
い
な
い
人
で
も
給
付
金
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

○
給
付
金
を
か
た
っ
た
「
電
話
d
e
詐

欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に
注
意
！

　
国
や
市
役
所
職
員
が
電
話
で

A
T
M
の
操
作
を
依
頼
し
た
り
、
手

数
料
等
の
振
り
込
み
を
依
頼
す
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
審
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ
た
場

合
は
、
迷
わ
ず
市
役
所
や
最
寄
り
の

警
察
署
ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話

（
＃
9
1
1
0
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

 

■
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
厚
生
労
働
省
の
相
談
窓
口

（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

   

☎
０
５
７
０-

０
３
７-

１
９
２

　
運
営
時
間
：
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

■
申
請
方
法

Ⅰ
申
請
書
郵
送
（
８
月
31
日
発
送
）

　
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
書
は
対
象
世
帯
の

代
表
者
に
郵
送
し
ま
す
。

Ⅱ
申
請
書
に
記
入

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
漏
れ
な
く
記

入
し
て
下
さ
い
。

Ⅲ
申
請
書
を
提
出

　
申
請
書
の
記
入
・
必
要
書
類
の
添
付

が
終
わ
っ
た
ら
、申
請
受
付
期
間
内（
平

成
28
年
12
月
１
日
）
ま
で
に
、
返
送
用

封
筒
で
返
送
す
る
か
、
本
庁
・
各
支
所

に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⅳ
給
付
金
の
受
取

　
支
給
要
件
を
満
た
し
た
方
は
、
申
請

書
に
記
載
し
た
指
定
口
座
に
入
金
し
ま

す
。 　

第２子の保育所・幼稚園保育料を半額にします
子育て支援課　☎４７－１２８３　教育総務課☎４２－００４９

　
昨
年
度
か
ら
第
３
子
以
降
の
保
育
料

の
無
料
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
か
ら
は
第
２
子
の
保
育
料
を
半
額
に

し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
保
育
所
は
同
時
入
所
、

幼
稚
園
は
小
学
校
３
年
生
ま
で
に
兄
弟

姉
妹
が
い
る
場
合
を
半
額
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
本
年
度
か
ら
次
の
要
件
に
該

当
す
る
方
は
半
額
と
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負
担

を
よ
り
一
層
軽
減
し
、
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
り
、
出
生
率
の
向
上
及
び
子

育
て
世
代
の
定
住
促
進
を
目
指
し
ま

す
。

■
対
象
の
要
件

①
18
歳
以
下
の
兄
弟
姉
妹
で
、
第
２
子

が
保
育
所
も
し
く
は
幼
稚
園
を
利
用
し

て
い
る
。

②
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
。

詳
し
く
は
、保
育
所（
子
育
て
支
援
課
）、

幼
稚
園
（
教
育
総
務
課
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

わ
せ
く
だ
さ
い
。

拡大


